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Research Abstract 楕円保型形式から3次ユニタリ群上の保型形式を構成するunitary Kudla liftを,SU(1,1)-ヤコビ形式からSU(1,2)へのリフトとみる。この定式化は,ヤコビ形式か
らSU(2,2)へのテータ、リフトを制限したものであり,従って,そのフーリエ、ヤコビ展開はヤコビ形式のフーリエ係数を⽤いて明⽰的に表される。また,テイラー
展開も⾒やすい。 
研究期間の最終年度にあたり,最も基本的な⾮簡約代数群上の保型形式であるSU(1,1)ヤコビ形式を⽤いて,SU(1,2)上の正則保型形式環の構造を調べる問題に取
り組んだ。 
ガウス数体の場合には,L.Cohnによる次元公式を⽤いて,保型形式環が決定されている(Resnikoff-Tai)が,ヤコビ形式からのリフトを⽤いることで,より統⼀的な構
成が可能となる。⼀⽅,他の虚⼆次体の場合には,必要な次元公式が知られていない。ユニモジュラー格⼦に関する保型形式の次元については,橋本⽒、古関⽒の
(未出版の)結果があるものの,我々に必要となる極⼤格⼦に関するものはなく,これを求めることに時間を費やすこととなった。基本的には,共役類の分類の問題
ではあるが,これを通常とは若⼲異なる「⼩さなユニタリ群の埋め込み」という新しい視点で考察し,⼀応計算の⽬処を⽴てることができ,現在,次元公式をまとめ
る作業を⾏っている。なお,幾つかの虚⼆次体については,リフトによる像は既に求めているので,これらの場合に保型形式環の構造を詳しく調べることが可能と
なった。なるべく早い時期に,結果をまとめる予定である。
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